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焼岳･乗鞍岳を望む
8月なかばの晴れわたった或る日､独陳へ向う道すがら､ふと振りかえると眼下

には西藤の小屋､そして樹称の彼方に焼岳がくっきりと特異な肌をみせ､左手遥か

昭和電工大町工場　石原等明　乗鞍が大空をよぎっている｡その稜線にきらめく流れは乗鞍行のバスであろうか･
何台もが山頂に進んでゆくのかみえる｡ファインダーをのぞいている私に､待ちあ

ぐねた友が彼方からヤッホーと呼びかけてきたので急いでシャッターを切った｡

大　　町　　山　　岳　　博　　物　　館
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鹿島･白馬連峰の高山蝶
大町山岳博物館学芸員　福　島　　　　融

北アルプスの北の一角を占める駆出(後立山)連峰は日

本海に近いため驚くほどの豊雪に覆われて､恐らく北ア

随一でもあろう｡また霧深く特に白馬岳山塊ははなはだ

しい｡このような特殊環境においての膿類もまた変化に

富んでいるが､上高地のそれのように豊富ではない｡し

かし分布状態などには一段と興味深いものがある｡

本邦産南山蝶として数えられるものは大体6斜12属16種

(2亜種)で､本州塵のものは5科､ 9屈､11種､ (1

亜種)である｡他は北海道大雪山塊に限られる｡さて藤

島･白馬岳(白馬岳-蓮華岳2798.7m)周辺にはどの種

皮高山蝶を産しているだろうか?これはなかなか決定の

難かしいことだが､現在までの調査データ一にしたがえ

は5科､ 6属､ 7種である｡

1クモマツマキチョウ

Anthocaris Caraumines isshikii Matsumura

本種はシロチョウ科の美麗種でその美しさ可憐さにお

いては王座をしめ､蝶類愛好家連に最も珍重されてきた

が､近年その分布や生活IHが調べられるにしたがって今

まで考えられていたより､かなり低地域にも早春発見さ

れるように

なり､数も

大分増加し

ている｡す

なわち､む

しろ1000m

位の森林帯

の漠沢に多

い｡この蝶

は当地方に

因念が深く､明治43年7月18日爺ケ岳西方の棒小屋乗越

地籍より日本最初のオス1頭を記録したところでもある

北小谷や北城など姫川流域( 400mくらい)では雪と

けとともに4月下旬-5月上旬､徳用や高瀬川入(1000

m)附遍では5月FIl旬-6月-はい､ずっと上って海抜

2000m以上になると7月-はいというように標高が増加

するにしたがって出現期は湿れる｡食判まアブラナ科の

ミヤマハタ高オで母蝶は-卵殖つぼみの直下の茎-産み

つけ､幼虫は花弁や爽サクのみを食べて成長する｡野外

での蝿化場所はいまだ実見しないが飼育細Ajでは全ての

個体が比較的食草の太い茎に懸婦を営んだ｡なお当地以

外の本邦彊地としては､次の諸地が上げられる｡乗鞍､

槍沢､島々谷､八ヶ岳､戸隠などである｡

2　アルプスもンキチョウ

Colias Palaeno Sugitanii Esaki

普通のモンキチョウの近似種だが本邦では中部山岳地

帯にのみ産する｡日本産南山蝶の代表的なもので2000m

以上の南山草原帯に限って棲息し､タカネヒカケに次い

で南山性が強いものである｡本種は浅間山に塵するミヤ

マモンキチ

ョウの亜種

で分布区域

は狭く､北

アルプス一

帯に限られ

ている｡当

地域におけ

る本種の分

布状態は興味深く､一言にしていうならは非常に匪限さ

れていて後立山の続きの三ツ岳､野口五郎岳および高瀬

渓谷をへだてた餓鬼岳には相当多産するが当地域には散

見するのみで連続的にはみられていない｡すなわち､鹿

島捨置の冷地から爺ケ岳の種池にわたる一帯には多産す

るが､五琶岳以北には全く見当らない｡白馬岳などば本

種の食華であるクロマメノキのりっはな群落があるにも

かゝわらす､いまだにその記録がない寧実は近距離の峰

続きという環境からみても興味深い｡発生期間は短く7

月下旬-8月中旬までゞ越冬は幼虫態で行なわれるとい

う｡当地以外の産地は立山､弥陀ケ原方面､槍､穂高山塊｡

3　コヒオドシ

Aglais Wrticae comexa Butler

本種は6 ､ 7月頃好んで山小舎の塵捨場や石の上､花

上などに多数集まるのを見るが当地に於ける記録は唯一

回(1949年7月8日)針ノ木峠で大破したオス1頭を得

ているのみで､はなはだ稀な種であるが､槍ヶ岳､上高
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地近傍は多産するので有名であり､同地を中心として同

心円的に遠ざかるにしたがって漸次減少し現在のところ

前述の針ノ木の記録が北アルプスでの北限であるが今後

の調査によってはもっと北へ伸びる可能性もあるだろう

以上のように本態の腫島連峰における分布は極めて局

部的に限られており､個体数も､また､はなはだ少ない

幼虫はイラクサ科のムカゴイラクサ､ホソバイラクサ

などを食する｡なお､当地以外では上高地､槍､穂高方

面､八ヶ岳に多産する｡

4　ペニヒカケ

Eredia nephoniea jangon

本種はヒカケチョウ科､ペニヒカゲチョウ属に属し次

種のクモマペニヒカゲと同属である｡飛翔は緩く､草本

帯以上に分布し南山植物の親藩に多く見られ最盛期は8

月初旬から中旬である｡当地域における分布は趣めて広

範囲て

全山に

わたり

中でも

大規模

なお花

畠をも

つ白馬

岳は多

産する｡幼虫はカヤツリグサ科のタニスゲ､ヒメカンス

ゲ､などを食し､越冬は三令幼虫で行うという｡

5　クモマペニヒカケ

Eredia eigea takanonis Matsumura

本種は前種の近似種で種めて酷似するが燈色斑紋が後

麹まで発達しているし､またその裏面に鮮明な白帯を認

められる点が判別点といえる｡生態も大体同一であるが

前種に比して幾分南山性が強いようであり､その故か北

アでは前種と混飛しているが本種の万がむしろ多い｡

食草は同じくタニスゲ､カンスゲ等のカヤツリグサ科植

物で越冬も幼

虫態で行なう

｡同属の当地

以外の産地は

北ア一帯､戸

隠､浅間山鍵､

八ケ晶など｡

6　タカネヒカケ

Oeneis asamana Matsumura

同属は全て寒地性の種で北抵周辺の高緯度地域に多く

低緯度地域では高山蝶となる｡本種こそ純粋な南山蝶と

に下らない｡ 7月-はいから8月上旬にみられる極地味

な色彩のとカゲチョウである｡日光を好んで現われ､轢

土に横倒して休止する奇習をもつ｡すなわち地上に静止

する時は体を風の方向と反対に横側するのでおって麹の

裏面は淡韻褐色の保護色であるため､発見は困難な場合

が多い｡

しかし､飛翔は緩慢できわめて蓉易に採集できる｡本

種の当地城における分布状態は前記のペニヒカゲ屈と同

じく鹿島連峰諸山の尾根筋に7月-はい見出されるが最

盛期は中旬から下旬にかけてである｡本種は個体変異が

はなはだしく､今試みに白馬岳の個体と烏帽子岳のもの

とを比較した場合斑紋にしても大きさにしても軽度の変

異が認められる｡なお北海道大雪山には本種に近いダイ

セツタカネヒカゲがいることは有名である｡食草はカヤ

ツリグサ科のヒメスゲ､イワスゲで､越冬は幼虫態で雪

の下に2冬過し､ 3年目に羽化するということが近年明

らかにされた○当地以外の産地としては北アの尾根筋一

帯及び八ヶ岳には少数踵する｡

7　ヤリガタケシジミ

Lycaeides yarigatakeana Matsumura

本種を南山蝶に入れるのはどうかと思うかこゝではあえ

て取りめっかってみた｡シジミチョウ科のLycaecdes属

にあり同属のアサマシンミLycaecdes Eulsolana ya-

gina Strandに酷似するがはるかに小型で､その色調

もまた明るいのを常とする○その発生地は局部的であっ

∴∴ 葦轡蜜 迄板ﾘﾉﾄﾄﾃ｢�｢ﾒﾒﾒ罎�誌 ∴ ��

謹.饗幾鴬-窯癌 ∴∴∴㍉∴∴ ��楽人-.a 坪�������h�����������

: i-.-.--綴 ������

て上高地の徳沢

から槍沢附通に

限られ､その名

の由縁をなして

いる｡本種の当

地域における記

録は政綱野津氏

によりやり温剰付近で1950年8月12日オス1顕および南

高校生によって鷹島部落T一十ス1頑を採集している｡他

は県外の人により2､ 3白煙岳山麓で記録されているだ

けであるo食勘まタイツリオ､ギとぎれ､越冬状態はい

まだ不明である｡
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屋代東南等学校教諭　稲沢武一

竹本雛勝稗-諏訪　市
諏訪市正願判tiの坂道をのぼる｡家_TI'がまばらになる

階段状の耕地を縫っていく｡春の陽卿が瑚虻小郡､程

にさしている｡

丘の小高い中腹に地蔵寺は位彊する｡丘つづさの基地

が背後に見通される｡ここ門前からは諏訪面の半ばが見

渡される｡その斜都万に湖水が誰かにひろかっている｡

本堂の向って左､境内を縁どって石碑が並んでいるC

曽良の背像の刻まれた碑もある｡余り感心しない｡種々

あわせて9挽肉､句碑は5｡一番心､をひかれるのは東

端の筆塚｡高さ125センチ｡席講7センチの自然石｡簡潔

に刻字する｡ -竹本続騰砧｡

その糖割ま敬虔な心快をたたえている｡肩あがりなと

ころ､一鋭利な知性がきき､しかも､それを抑えるも

のがある｡各字の最も太い一面がそれ｡がっちりと地を

ふみしめている請忘｡ -面々々にこもる鮒[+-これも

意誌の新任を明かにする｡しかも､空様な力楓こ終らな

い｡美しい憩志といおうか･･･-｡碑の川賄こ､大正6年

4月建之　門弟一同とある｡ああ､こ掴ま笹塚なんだな

と､納得する｡その点､左隣の脚まはっきりと歌ってい

る｡すなわち､ -竹本雛久報恩砥｡ ･･････この方は明治

飽年の建立｡桝の二人はおそらく兄弟だ｡

さて､雛勝陣の右側面を見ると､次の旬が刻まれる｡

字の大きさからしても､花を添えるためのものであるこ

とが薬せられる｡もっとも､ゆかしい限りの花｡ Jh湿る

ものに満ちる｡

座をここに友を待ちけり花の影　京花女

きよう突然余所の土地から来訪した僕｡竹本兄弟にし

ても､京花女にしても､全然知るところがない｡睡裡(

く男についてたずねる｡相憎住職が不在｡なに一つ明

かにすることができない｡やむなく､またの機会にまつ

ことにする｡

方向を定めない小風が吹く｡水をたんまり使って拓本

をとる｡物さびた石肌が紙の上に浮いてくる｡とっても

大正中期の碑とは思えない｡本堂の屋根越しに揚足は豊

かにこぼれてくる｡

地続きにあるのは幼稚園｡ここからも卒業式の唱歌を

練習する声が流れ

ている｡

後記　竹本経

路稗に限ってこ

こには筆をとっ

た｡並びいる他

の句碑を無視し

ているのではな

い｡本堂南の庭

園を認めない訳

でもない｡いず

れ他日紹介した

い｡いまそれを

敢てしない｡こ

の土地の人物伝

に僕が余りにも

くらいためぽっ

かりに｡
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珍しい昆虫三種について
=ガロアムシ､トワタカワゲラ､セツケイカワゲラ-

八坂中学校教諭　倉　　田　　　稔

ガロアムシ

Galloisiana nipponensis Caudell et kiing

今のところ世界でも日本と北米だけに接息していると

言われている興味ある昆虫で､氷河時代にアジアとアメ

リカ間の陸橋を渡って南方へ追い出されたものであろう

と考えられているが､はっきりしたことは不明であるo

しかしながらその日器や股の形態､交尾器の形態､成

虫になっても麹を欠くことなどよりみて､形態学的に極

めて原始的な昆虫であると考えられる｡また生態的もに

特異で､日本における棲息場所は､山の斜面の土中､石

の下､朽木の下などの湿度の相当商い陰地に限られてい

る｡

日本における最初の記録は1915年8月26日､ 27日に当

時､東京のフランス大使館に勤めていた外交官E･Gall･

ois氏により日光の中禅寺で採集されたものによって行

なわれた｡

その後各地より採集報告がなされ､現在では北は新潟

県や北アルプス山中より､南は長崎県にわたり､採集商

韓
÷
∵
∴
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匿も2800m (采鞍岳)より東京都下の高尾山まで分布し

ていることが知られているが､将来は更に東北地方や北

海道からも採集されることが予想される｡

大町周辺では鹿島連峰(後立山連峰)にも相当広範囲

に分布し､本年7-8月の調査では針ノ木岳中腹(100

m)や題目ゆ渓谷には種めて普通に分布している事がわ

わった｡

分類学的には匝建白コオロギモドキ科に属しゴキブリ

に似ており､現在この仲間は世界からはっきりしたもの

だけで5種類知られている｡そして日本にはこのうち2

種類が知られている｡一生無麹ですこし､成虫になるま

でには7-8年を要すると言われている｡成虫は茶褐色

であるが､幼虫は頭部が茶褐色である以外は純白色で､

幼虫や吸虫は山中の石の下､腐植質の中などで生活して

おり､弱い昆虫類を採って食べている｡白蟻で飼育した

という報告もあるが､ともかく相当貧食でなかなか大食

するという｡まだガロアムシの生活史は明らかになって

いない｡

トワタカワゲラ

Scopura Ionga Uen0

本種は1952年十和田湖畔の小川ではじめて採集された

のでこの名前がついた｡その後本州と北海道の各地より

採集されているが､いずれも高山及び山間部の水温が種

めて低く､しかも水温の年変化の少ないところより採れ

ていたので氷河期の遺存種ではないかなどと言われてい

たが､どうもあやふやである｡かしかしその形態や生態

には特異なものがある｡

例えは成虫になっても麹がなく(頓姶的とみてよい理

由)体の色や形態も幼虫とほとんど変りないこと｡仲間

がなく-科一層一種

という特別な存在で

あること､幼虫及成

虫の分布が水温によ

って種皮に限られて

いるなどあげる撃が

できる｡水温が100C

前後で年変化の少な

い山間漠編で､源流

のように川巾がせま

く堆石の閲をちょろ

ちょろ水が流れると

ころ､雪渓から流れ

出る小川の中やふち

のこけ類の中､など

にいる｡川底をきち

ったり､水中の石を
ガロアムシ(メス)大沢小屋産

うら返したり､川底にある落葉などすくい上げると､体

全体が茶褐色をした幼虫や成虫がもそもそしている｡こ

れがトワダカワゲラである｡成虫は年一回現われるが､

成虫の現われる時期は棲息場所によって異り北アルプス

地方では大体10月から11月頃である｡羽化するようにな

ると幼虫は水中よりはい出て､まわりにある小石の上な

どで､幼虫時代の皮をぬき捨てる｡羽化したばかりの成

虫は体全体が淡黄色をしているが､しばらくすると､幼

虫と区別出来ない色になる｡成虫は20日前後で死ぬ｡雌

は産卵すると10日位生きているという｡トワタカワゲラ

の幼虫､威虫の食物は種藻や昆虫幼虫類､成虫類などあ

る｡

左はトワタカワゲラ(メス)　右はセツケイカワゲラ(メス)

いづれも針ノ木9翼童

セツケイカワラゲ(セツケイムシ)

Allocapnia nivalis Ueno

2月下旬から3月の厳冬の早朝に積雪

上のこおりついた面の上や､春から夏季

にかけての登山の時など雪渓にゴマをま

きちらしたように黒い虫が活動している

のを見かけておとろく事がよくある｡一

般に｢雪虫｣と呼ばれているこの虫がセ

ツケイカワゲラとその仲間の虫たちであ

る｡セツケイカワゲラは一般に成虫にな

っても麹がなく体は黒く細長い､約10m

m程の大きさの虫である｡アルプス山中

では5､ 6月の雪とけ期の雪上で採られ

るが本格的な登山期になるとこく稀にな

ってしまう｡雪渓上の本種は相当に速く

這っている｡

(大町山岳博物館学芸委細)
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十十万日尺　の)上‥で!

山小屋の生活
大町山岳博物館学芸委員武田陸男

大沢小屋を出発したときに､また雨が激しく降りはじ

め､ 10分も歩くか歩かぬうちに､もう体じゆうひしよぬ

れになってしまった｡しかし引き帰すわけにはいかない

だが雪渓へ出るころにはあの激しかった雨もやんで来た

｢しめた､晴れてきたぞ｣ ｢やっぱり登ってきてよかっ

たなあ｣と喜びあう｡メンバーはOB会の6名である｡

喜びあったのもつかの間30分位で又降り出してきた｡今

勤ま強風をともなっているので､泣き面にノ＼チの態であ

る｡シユルントに入って皆ふるえながら早いとこ昼食を

とる｡とにかく歩かなければ寒くてしかたがない｡風は

向い風で息がつまり､非常に歩きにくい｡チヨットカを

ぬくと2､ 3歩も吹きとはされる｡

突然､シユル､シェル､シユ/レと音をたてて我々の横を

落石がかすめて行く､一瞬ひやりとしてもう来ないかと

見上げる｡

峠の真下の急馨を終って針ノ木小屋に清くとほっとした

気掛こなる｡少しばかりの薪で暖をとり大沢小屋に下る

登りに比して下りは快適だ､ 3Kほどの雪渓をグリセー

ドですっとはし､鼻歌まじりのヨーデルもとびだすほど

の愉快さであった｡

毎年のことであるが荷上げの時期が､ちようと梅雨期

のときである｡高校時代の時の荷上げにも降られたこと

など思いだす｡今年も例年と変りなく降られた｡

トラックに乗って大町を出発すると間もなく降りだした

雨が扇沢を過ぎると､ますますひどくなり､トラックか

ら荷をおろすときには皆びしよぬれになっていた｡毎年

はなやかに伝えられる山開きの影にこんな苦労もある｡

4･ 5日は山小屋の修理と荷上げに明けくれる､荷上

げも終り､小屋の整備も出来るといよいよ､登山客を待

つばかりであ

る｡

×　　　　×

シーズンも

始めのころ､

7月中旬ころ

までは､一般

登山客は割合

少ない｡各大

学の山岳部あ

るいはワンゲ

ル(ワンダー

フォーゲル)

の部員たちが

潤沢や鋤の合

宿を目指して
∴∴∴∴: 請__i,-鍛題輯 

縦走していく　　　　針ノ木崎より鹿島を望む

のである｡この腫畠連峰の山々には白馬岳方面の華やか

さはないが､それだけに静かな山をとねがう人達が多い

のではなかろうか｡大パーデーは少なく､地元の高校の

全校登山の団体位のものである｡普通は2-3 -10人位

のパーデーがほとんどで､時として女性の単独行の万も

みかけることがある｡蘭島連峰縦走をする人も最近ずい

ぶん多くなったようだ｡登山者のうちで半数以上はカタ

雪をこわかっている人を見かける｡シーズン始めにも､

雪がこねいために道を間違えて登った人もあった｡又途

中で遊びすぎて､夜遅く小屋にかけ込むような人も時た

まある｡これ等は特に人に迷惑かけるばかりでなく､遭

難のおそれもあるので充分注意を与えている｡

×　　　　　　　　×

昨日の夕焼けは､実際ずぼらしかった｡猛の夕焼けを

･････････もしカラーフィルムがあったら､写しておきたい

なあと何匿思ったことか､今日もすぼらしい天気である

薪をとる手を休めて､槍､穂高､鋤の山容を眺めている

と､胸のすくような気がして､思わす大声でどなってし

まう｡早朝のお客を送り出すまでの忙しい思いをし

たそのあとのゆっくりしたような気分にも似て･･･

∴ �� 
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まだ雪渓のある頃は､消えゆく雪を惜しみながら

のグリセードは徳目の日課のようになってしまっ

た｡朝夕の忙しさを忘れてすべる楽しみは又格別

だ｡山の夕馨は早い､午後七時頃には､もうお客さ

んはねむっている｡ただ天の川だけが夜空にかがや

いている｡

針ノ木峠より槍ヶ岳方面を望む
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(白)(悲)(に)(親)(し)(孤)(活)(動)

海　と　山　を　結　ぶ　会

本会と合わせて行われた信澱生物会総会は7月9日午

後の都立大学教授団勝磨先生のミ動物発生についてミの

講演から始まった｡続いて昭和33年総会が開催され､翌

10日午前も同様に講頼､午後は会員の研究発表と討議が

あった｡

終了後､長途の旅から解放された千葉県生物学会と合

流し､初顔合せがあって､ミ海と山を結ぶ会雪の幕は開

かれた｡千葉県は千葉大の沼田真先生外36名である｡こ

の日は映画会､山岳博物館見学､登山の準備などにあわ

ヽ 唸�����畿轡 ･一二一/◆､ ��Κｹﾈ���Δ� 

11､､;襲灘 ���ｨ爾�
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今年は都内鈴ケ森､代々木､御国､井萩､阿佐ヶ谷､泉

南の各中学校から120名の参加者を得､それに合わせて

顧問に印乗弘玄先生付添教師､教育大学野外研究同好会

大町山岳博物館学芸員ら50名が引率､指導にあたった｡

7月27日より第1日　居谷

壁-山岳博物館見学､第2日

夏季大学一細野一黒菱小屋､

第3目　黒菱小屋一八万山

たゞしい時間を過された｡明くれは11日､いよいよ待

望の白馬岳登山｡海辺では山といえは海抜幻m位の山し

か知らぬ人も混えて50名のパーティーである｡山岳博物

館学芸員や地元のガイドで､白馬尻まではゆっくりの行

程で､変って行く山の植物を観察､大雪渓にいたる｡雪

渓の登りは快適､しかし登りきる頃から降り出した雷雨

は物すごく､一同閉口したが､葱平にきしかゝると雨も

降ったり､止んだりの天候｡さすが本邦唯一の南山植物

の宝庫だ｡一面に咲き競うお花畑の南山植物の名を覚え

るも容易ではない｡パテ気味になる頃､頂上ホテルに到

着､ガスに包まれた中を南山植物の観葉をする者､頂上

へ行く者などでその日は暮れた｡ 12日は杓子岳､やりが

岳と縦走である｡シロウマリンドウ､コマクサ､ウルツ

プソウなど珍らしい美麗なお花が顔を見せたり､ライチ

ョウのヒナが歓迎してくれたり､また槍ヶ岳､立山連山

の展望もよろしく､全くの好条件｡メモを取ったり､カ

メラスケッチをしたり全く忙しい｡やり温泉から横倉へ

下る途中､あやぶまれた天候がくすれ出し､滑り転び'

ひどい泥地の中を下山の途についた｡信濃の先生は来年

ぜひ海へということで､短い日程ではあったか有意義な

海と山を結ぶ交歓会は終了したのである｡

写真は頂上ホテルにでの会員

部隊を心､ゆくまで満喫させ､自然に親しむ若人たちが印

象的であった｡当初台風が頭痛の種であったが､登山の

際は台風もどこえやら､全くの快晴で､下山時の日焼し

た顔には､白い歯が健能そのもののようにまばゆく､笑

山　の　自　然科学教室

一八万池一黒菱小屋､第4日下山といった日程で50日全

員無事帰京した｡居谷里附近ではムラサキミミカキグ

サ､ミミカキグサ､コタヌキモなど食虫植物やハッチヨ

ウトンボの採集､八方尾根の咲き乱れるお花畑ではテン

ダルマ､ミヤマムラサギ､ユキワリソウ､ムシ下りスミ

レなど20種余に及ぶ南山植物を観察､ペニヒカゲ､クモマ

ペニヒカゲなどの南山蝶､八方尾根の蛇紋岩などいたる

ところ自然の教室を与えてくれた｡八万尾根からの展墓

もまたよろしく､白馬三山､鹿島連峰は手にとるように

バックにこれら連山をいただき尾根一面に展開されるお

花畑に腰を下ろして休息のひと時は､顧問の印東先生の

話を始め､山岳､気象､昆虫､両棲類､鳥類､植物の各

先生方の説明があった｡大自然の造形の美がわれわれ大

いは絶えなかった｡そして歌

が.山よさよなら　と気嫌よ

ろしう　また来る時にも笑っ

ておくれ〝といつまでもこだ

ましていた｡

写真は八方池の近くで語を聞く生筏たち
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クマ(ツキノウグマ)幼体

1950年3月20日　大町南平区踵島槍ヶ岳7台目附

近､胸高寝径00cmのダケカバの根上りになった穴

(万言ではこのような部分をサルと呼んでいる)の

中で捕えられた幼獣である｡元来､ツキノウグマは

秋の彼岸頃交尾をし翌年の3-4月頃穴の中で2子

を分娩するといわれている｡この幼獣は雌雄で生後

2-3日位と思われる｡体重は200匁程おり､雄の

ほうが幾分大きい｡幼獣を捕えた時の模様を猟師は

次のように語ってくれた｡

巣穴は急しゆんな崖の上にあり､近よるのに相当

苦労したようである｡最初2匹の猟犬が発見し､良

く訓練された2匹は勇敢に穴の中に飛び込んで､冬

眠中の親熊雌雄と格闘したようである｡猟師がよう

やく這い上った持説熊が400m程あった雪の谷間を

尻樺のような恰好で滑り降り一目散に逃げてゆく姿

を認めたという｡なお､猟犬は穴の入口で止って中

をのぞきながらうなっているので､穴の中に棒を突

込んでかきまわしてみたという｡ククグ･･､と幼獣

資-
の怖く音がしたので､腹ばいに

なって穴にもくり込み､ 2匹の

熊の幼獣を発見した｡穴の中は

i今　年;の日夏;山

意上う

6月は全くのカラつゆ､農家の雨乞いが盛んに行われる

頃､大学山岳部の合循訓練から小屋関前の北アルプスは

はや賑わい始めた｡

7月1日-8月31日夏山といった概念はもはや古い感､

5月のゴールデン､ウイークから､もう夏山が始ったよ

うに､白馬岳､上高地方面は女性を含めた相当数のパー

テーが入山している｡ウエストン祭は6月12日､白馬､施

島連峰は6月25日開山祭を行っている｡ 7月小屋開き､

上旬北アは雨天模様であったが､まもなく回復して連日

の好天､本格的な登山シーズンを思わせた｡がしかし7

月20-25日11号台風下､風雨に夏山は全く閉ざされた｡

特に上高地では24日夜からの豪雨続きで､バス道路､登

山道の決壊､梓川の増水､山崩などにより､登山者300

人力ン詰騒ぎ､全国で姶めてという登山者に対する災害

救助法が発令され､一時は混乱状態を招いた｡

29日久しぶりに晴れた北アルプスは再び活況を呈し､ 8

月1､ 2日頃は今夏のヤマともいうべき最高の登山者を

記録､白馬岳､上高地で一日2(関大を数えた｡中旬たび

ある

幼獣のいた部分には細い木の枝と枯葉がほんの少

し敷かれ､幼獣はまだ目が開かず､頭を持ち上げる

のかやっとの弱々しい姿でころころしていた｡早速

小屋に持ち帰り､丁度ミルクを詰っていたので水で

薄めて飲ませたところ､どうやら幾分飲んだようで

める｡しかし､その投雄が落命した｡翌日親熊をと'

るペく捜査したが遂に発見できなかった｡幼獣の雌

はこの日目が開いて元気にミルクを飲んだようであ

るが､惜しいことに5日目に落命した○

こうして､ツキノウグマの赤ちゃんは一組の標本

となって博物館の陳列ケースに収められている｡

たびの雷雨や雨天の日が多かっだが､それでもなを登山

ブームは持続され､ 8月19日涼風そよぐ白馬岳で1000人

の入山者を数えたという｡

今夏入山者を信濃駅より見ると信膿四ッ谷､森上駅降車

25,133名､大町駅降車19,518名､計也.651名･昨年より

3割増という結果がでている｡　　　(高橋)

編集後記　編集子怠慢で発行日が遅れましたことを

お詫び申上げます｡次号より発行日をまもります｡いつ

ものことながら､編集もマンネリズムに陥りがち､内容

や編集やらもっともっと刷新の余地あることを認めます

読者諸氏の投稿に期待するとともに｢山と博物館｣に対

すると希望､こ意見をおきかせ下さい｡なお､次号より

地元写真愛好家の山岳写真を掲載して行く予定ですので

と期待下さい｡
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